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国際赤十字は今年２月に激化したウクライナでの紛争に
よる人道危機への対応に総力を挙げて取り組んでいる。日
本赤十字社としても、支援を必要とする人々に援助の手を
差し伸べるべく、国際赤十字から要請される人材の派遣や
資金拠出など最大限の対応を図ってきた。その一方で、欧
州の国々を舞台に生じた人道危機への対応は、従来の開発
途上国における国際医療救援を主眼としてきた私たちに、
救援活動を取り巻く環境や諸条件の違いから新たな課題や
視点をもたらした。
本フォーラムでは、この紛争における国際医療救援（赤
十字全体）がどのように機能したか（または、機能しな
かったか）を赤十字内の各情報をもとに振り返るとともに、
通常のＥＲＵではない形での日本赤十字社の医療救援およ
び医療分野以外の救援のアプローチについて関係者から発
表を求め、私達はどのような対応力を身に付けて行くべき
かを考察する。
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